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Abstract
The present study examined lithology, stratigraphy and radiolarian fossil ages of chert-clastic 
sequences distributed in the Minami-Ise area, Mie Prefecture to define tectono-stratigraphy and to 
reconstruct the oceanic plate stratigraphy. Lithology and structural features indicate that chert-clastic 
successions distributed in the study area were formed by accretionary processes and we newly defined and 
named this middle to late Cretaceous accretionary wedge as the Matoya Complex. The Matoya Complex is 
further subdivided into four units each bounded by large-scale thrusts, namely, the Togu, Nayaura, Nieura 
and Ugura units, from north to south. We collected Hauterivian to Campanian radiolarian fossils from 51 
chert and mudstone samples. These new age data of each unit suggests that the Togu, Nayaura, Nieura and 
Ugura units were accreted in Albian~Cenomanian, Albian (?), Campanian and Santonian~Campanian, 
respectively. This age constrain also indicates that the Matoya Complex grew and the accretion propagated 
from north to the south during the middle to late Cretaceous.
はじめに
四万十帯には，海洋プレートの沈み込みにより形成された白亜紀〜古第三紀の付加体が主に露出
する（例えば，勘米良，1976；平ほか，1980；Taira et al., 1982）．付加体が海洋プレートの沈み込
みに伴って形成され，その後，埋没・上昇するのに至るまでには多様な造構過程を経ており，その
形成過程を復元するには，岩相，堆積年代，堆積作用についての検討に加え，変形構造，変成度な
どの解析が必要である．例えば，四万十帯付加体では各地においてその変形構造の記載が多数なさ
れている（例えば，Mackenzie et al., 1987 ; Kano et al., 1991 ; Kimura and Mukai, 1991 ; Onishi and 
Kimura, 1995 ; Hashimoto and Kimura, 1999 ; 長江・宮下 , 1999 ; Onishi et al., 2001 ; Ujiie, 2002）．
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また変成作用・被熱史についてはイライト結晶度やビトリナイト反射率を用いた解析が近年報告さ
れている（例えば，坂口ほか , 1992 ; Sakaguchi, 1996 ; Tanabe and Kano, 1996 ; Awan and Kimura, 
1996 ; Ohmori et al., 1997 ; Ujiie, 1997 ; 原ほか , 1998）．これらの研究から，西南日本各地域の
四万十帯付加体における変成度や変形構造には類似点と共に相違点も存在することがわかってきた
（例えば，竹内・狩野，1991）．しかしながら，紀伊半島東部の四万十帯付加体においては，十分な
研究がおこなわれておらず，岩相層序・ユニット区分などの基礎的記載や変形・被熱史が未詳のま
まとなっている．このために，この地域の付加体と他地域の広域的な対比や比較がなされていない．
この問題点の解消に向けて，著者らは紀伊半島東部，三重県度
わたらいぐん
会郡南伊勢町の四万十帯北帯にお
いて，（1）岩相・構造層序記載，（2）放散虫化石年代，（3）緑色岩の起源，（4）初生的堆積環境，（5）
変形構造解析，（6）被熱履歴の研究を遂行し，この地域の四万十帯付加体の総合的な形成史解明に
従事してきた．本論では，このうちの放散虫化石層序と岩相・構造層序を報告し，同地域における
付加コンプレックスのユニット区分を定義する．
Fig. 1. Geological sketch map of the 
Kii Peninsula (after Kato and Saka, 
1995). M.T.L.; Median Tectonic 
Line, BTL; Butsuzo Tectonic Line.
研究史と地質概説
四万十帯は主に白亜紀付加体が分布する北帯と，古第三紀付加体が分布する南帯に分けられる．
紀伊半島東部では，四万十帯は志摩半島から熊野地域にかけて分布し（Fig. 1），北東部の志摩半島
や南伊勢周辺には北帯の白亜系が（Mizutani et al., 1982），南東部の熊野周辺には南帯の第三系が分
布する（はてなし団体研究グループ，1971；中屋・はてなし団体研究グループ，1987 など）．
調査地域は三重県度会郡南伊勢町の西半部（旧南島町）に位置し，その範囲は，東西 10km，南北
6kmほどになる（Fig. 1）．この地域の地質図を示した研究には飯塚（1929）による先駆的な研究のほか，
Kimura（1954，1957），Mizutani et al.（1982），小長谷（1983），田邊・狩野（1994）などが挙げ
られる．Kimura（1954，1957）では，四万十帯の北縁部を含めて秩父帯と御荷鉾帯の関係を論じて
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いる．同様に，坂（1971）と加藤・坂（1995）は，四万十帯と秩父帯の関係について，北傾斜の仏
像構造線を介して接することを示した．
本地域には，層状チャートの年代と成因に関する研究事例が比較的多く存在する．Mizutani et 
al.（1982）は，本地域を含む南伊勢町東半部において，放散虫生層序学に重点をおいた研究を行
い，層状チャートを Albian 期〜 Cenomanian 期，珪質泥岩を Coniacian 期〜 Santonian 期に対比する
とともに，仏像構造線近傍のチャートから三畳紀と後期ジュラ紀の放散虫化石を報告している．水
垣（1987）は，本地域東縁より 15km ほど東方に位置する旧南勢町（現南伊勢町）礫
さざらうら
浦の礫岩基質
より Campanian 期後期の放散虫化石を報告した．さらに，本地域中央部の鵜倉半島に産する層状
チャートに関しては，そのノルマルパラフィン組成から，熱水活動の影響が少なく，陸源性有機物
がほとんど供給されない海域で堆積したことが示されている（高柳，1998）．小長谷（1983）によ
れば，志摩半島の四万十帯付加体では，北傾斜の同斜構造をなす中〜後期白亜紀の砕屑岩が南へ順
次若くなる放散虫化石年代極性を示している．田邊・狩野（1994）は調査地域の南西方に位置する
海
み や ま
山地域において，放散虫化石，砂岩組成，イライト結晶度の検討を行った．そして，Mizutani et 
al.（1982）によって示された本地域との対比や熱履歴を考察している．坂（1971）は本地域北部の
藤坂において，秩父帯南縁部と仏像構造線を記載するなかで，四万十帯北縁部に弱変成岩が分布す
ることを報告している．
以上のような研究事例があるものの，この地域の四万十帯の詳細な岩相記載や構造層序が明らか
にされていないのが現状である．そこで，本研究ではこの地域の構造層序を新たに定義する．飯塚
（1929）は，紀伊半島東部の四万十帯北帯を占める地質体を的矢層と命名していた．この先駆的な研
究に則り，当該地域の付加コンプレックスを，本論では的矢コンプレックスと命名・定義する．的
矢コンプレックスは，仏像構造線を介して秩父帯の構造的下位に位置し，四万十帯北帯に属する（Fig. 
2）．さらに，的矢コンプレックスは，スラスト性の断層によって 4 つのユニットに細分化されており，
これらを北から東宮ユニット，奈屋浦ユニット，贄浦ユニット，鵜倉ユニットと命名・定義する．
的矢コンプレックスの各ユニットは断層で接し，帯状に分布している．調査地域中央部分に軸を
持つ大規模な向斜が存在し（東宮向斜：Fig. 2），地域東部では NE–SW の走向を示すが，西部に向かっ
て E–W から WNW–ESE に転じ，北方に中角度から高角度で傾斜している（Fig. 2）．
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Fig. 3. Outcrop photograph of the Matoya Complex. (A) Alternating beds of sandstone and mudstone in the Togu Unit. (B) 
Butsuzo Tectonic Line in Fujisaka that separates the Chichibu Belt and the Matoya Complex. (C) Slate cleavage and small-scale 
asymmetrical folding developed in the Nayaura Unit. (D) Coherent alternating beds of sandstone and mudstone in the Nieura Unit. 
(E) Bedded chert and green-colored tuff beds in the Nieura Unit. (F) Duplex structure developed in alternating beds of sandstone 
and mudstone in the Ugura Unit.
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構造層序
1．東宮ユニット（Togu Unit）
分布：本ユニットは調査地域東部の道方から東宮を経て
北西部の三谷山にかけて，秩父帯南帯能見坂コンプレッ
クスの南側に分布する．北西部に向かうにつれて，次第
に分布幅を狭め，三谷山付近で尖滅する（Fig. 2）．また
東部でも徐々に幅が狭まる．
模式地：調査地域の中央に位置する東宮を模式地として
設定した．しかし，東宮では連続した露出が限られてい
るので，調査範囲西部に位置する村山川上流の小塚谷付
近を副模式地として設定する（Fig. 4）．
岩相：砂岩勝ち砂岩泥岩互層を主とし，塊状砂岩，泥岩
勝ち砂岩泥岩互層を伴う（Fig. 3A）．全体的に岩相変化
が乏しく，緑色岩やチャートを伴わない．本ユニットは
地層の変形や破断の程度が弱い，北傾斜・北上位の整然
相を主体としている（Fig. 4）．砂岩泥岩互層の砂岩層は
層厚 5 〜 100cm 程度の中粒砂からなり，明瞭な級化構造
を示すことが多い．砂岩のモード組成は，（Q, F, L）＝（45, 
40, 15）ほどで，他のユニットよりも石英に乏しく，長石類が多いという特徴を有する．砂岩泥岩互
層は一般的に成層状態が良好であるが，ところによりブーディン化によるレンズ状砂岩ブロックが
みられる．露出範囲から推定される最大の層厚は 2300m になる．北限は仏像構造線を介して秩父帯
と接し，南限はスラスト性断層を介して奈屋浦ユニットの緑色岩や混在岩層と接している．北限の
仏像構造線は Fig. 2 の中央付近に位置する藤坂で確認されている（坂，1971）．
地質年代：東宮ユニットの泥岩の堆積年代は後述のように Albian 期〜 Cenomanian 期前期である．
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Fig. 4. Type section of the Togu and Nayaura units 
in Kozukadani. See Fig. 2 for the locality.
02C-902-太田-カラーあり.indd   14 13/03/07   15:34
紀伊半島東部四万十帯北帯的矢コンプレックスの放散虫化石層序 （太田） 15
N
100m
Mixed rock
Chert
varicolored shale 
matrix
black shale
matrix
17
19
35
44
25
41
Sandstone
Alternation of sdst./mdst.
(sdst. dominant)
Alternation of sdst./mdst. 
(mdst. dominant)
2．奈屋浦ユニット（Nayaura Unit）
Fig. 5. Type section of the Nayaura 
Unit in Nayaura. See Fig. 2 for the 
locality.
分布：調査地域東部の道方から贄
にえうら
浦を経て中央部の神
かみさきうら
前浦，西部の三谷山南方まで分布する．三谷山
付近では東宮ユニットが尖滅することにより，秩父帯南帯能見坂コンプレックスと仏像構造線を介し
て接する（Fig. 2）．この秩父帯との接触関係と仏像構造線は，Fig. 2 の西端に位置する三谷山西方で
確認できる（Fig. 3B）．本ユニットは，贄浦ユニットと断層関係で接し，その構造的上位に位置する．
模式地：調査範囲中央の奈屋浦を模式地とし（Fig. 5），副模式地として小塚谷（Fig. 4）を選定する．
岩相：本ユニットは，黒色・赤色・緑色泥岩を基質とし，砂岩，チャート，緑色岩をブロックとして
含む弱変成の混在岩相で特徴づけられる．石灰岩ブロックは，道方周辺の海岸露頭の 1 地点のみで確
認でき，数 m の緑色岩ブロック中に，径数 10cm のブロックとして含まれているのが認められた．混在
岩相は基質によって 2 種類に分類した．すなわち，黒色泥岩を基質とするものを黒色泥岩混在岩，緑
色泥岩や赤色泥岩を基質とするものを多色泥岩混在岩として分けた．両者は，露頭規模では互いに漸
移的に移化する場合や，黒色泥岩と多色泥岩が互層状に分布している場合もある．しかし，Figs. 4, 5
で示したようにルートマップ規模では，黒色泥岩混在岩相と多色泥岩混在岩相の，それぞれが優勢な
部分が明確に識別できる．したがって，地質図上でも両者を分けて表現している（Fig. 2）．なお，比
較的側方連続性が良く，地質図に表現可能な緑色岩やチャートの岩体についても Fig. 2 に表している．
黒色泥岩混在岩は鱗片状劈開の発達した黒色泥岩中に砂岩，チャート，緑色岩，緑色泥岩，赤色
泥岩をブロックとして含んでいる．ただし，これらのブロック中でも砂岩ブロックが最も多く，チャー
トや緑色岩がブロックとして含まれることはまれである．したがって，黒色泥岩混在岩は，陸源性
砕屑岩を主体とする岩相組合せから構成されている．ブロックの大きさは長径数 cm のものから数
10m のものまでさまざまであり，レンズ状を呈していることが多い．
多色泥岩混在岩はスレート劈開，鱗片状劈開の発達した緑色泥岩や赤色泥岩の基質中（Fig. 3C）に，
チャート，砂岩，緑色岩をブロックとして含んでいる．ブロックは長径数 cm のものから数 100m の
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ものまでさまざまであるが，長径数 m のブロックが最も多い．前述の黒色泥岩混在岩ではチャート
や緑色岩のブロックが少量しか確認できなかったこととは対照的に，多色泥岩混在岩ではこれらの
ブロックを多く含む．したがって，多色泥岩混在岩は，海洋性岩石を主体とする岩相組合せから構
成されている．このうち最も多いチャートは赤色，白色，緑色を呈し，層状または塊状をなしている．
赤色泥岩に伴われるチャートブロックは赤色チャート，緑色泥岩に伴われるものは緑色チャートで
あることが多い．緑色泥岩混在岩と赤色泥岩混在岩は，漸移的に変化していることが多い．奈屋浦
ユニットの多くの場所では，下位より緑色岩（一部枕状溶岩），チャート，多色泥岩混在岩，黒色泥
岩混在岩がこの順に断層を介して重なっている．
地質図に示されたように，海洋性岩石を主体とする多色泥岩混在岩と陸源性砕屑物を主体とした
黒色泥岩混在岩は交互に 4 列配列している（Fig. 2）．多色泥岩混在岩と黒色泥岩混在岩のセットは，
その岩相の特徴から変形・混在化する前は海洋プレート層序を構成していたと考えられる． 
泥岩や緑色岩には，緑泥石・ブドウ石・パンペリー石・緑廉石・アクチノ閃石が確認できる．したがっ
て，奈屋浦ユニットはブドウ石−パンペリー石からパンペリー石−アクチノ閃石相の変成作用を受
けていることが分かる．
地質年代：後述のように，チャートから Hauterivian 期中期〜 Barremian 期中期，Albian 期〜 Cenomanian
期前期，緑色泥岩から Albian 期〜 Cenomanian 期前期，珪質泥岩から Albian 期〜 Cenomanian 期前期の放
散虫化石がそれぞれ産する．今回は，黒色泥岩からは放散虫化石を得られなかった．
3．贄浦ユニット（Nieura Unit）
分布：本ユニットは，調査地域東部の中磯
島や阿曽浦から鵜倉半島を経て，西部の方
座浦まで分布する（Fig. 2）．
模式地：鵜倉半島の東海岸，贄浦地域を模
式地として設定した（Fig. 2）．
岩相：本ユニットは，岩相が明瞭に異なり，
大規模なスラストで接する下部サブユニッ
トと上部サブユニットに区分される（Fig. 
6）．
下部サブユニットは，砂岩勝ち・等量・
泥岩勝ちの砂岩泥岩互層を主とする（Fig. 
3D）．特徴的に，緑色凝灰岩，赤色および
緑色チャート（Fig. 3E），ならびに，緑色
岩が散在する（Fig. 6）．
砂岩泥岩互層は一般に厚さ数 cm 〜最大
N
100m
Mixed rock
Chert
Lower Subunit
Upper Subunit
Upper Subunit
51
55
52
74
62
67
23
62
Nayaura
Unit
Nieura
Unit
Ugura
Unit
Tuff
Conglomerate
Pebbly sandstone
Sandstone
Alternation of sdst./mdst.
(sdst. dominant)
Alternation of sdst./mdst. 
(mdst. dominant)
Mafic igneous rock
Fig. 7
Fig. 6. Type section of the Nieura Unit in the Ugura Peninsula. 
See Fig. 2 for the locality.
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2m 程度の細〜中粒砂岩と数 cm の黒色泥岩の互層からなる．砂岩層には級化構造，平行葉理，リップ
ル斜交葉理が良好に発達する．しばしばフルートキャストやグルーブキャストなどの底痕も認められ，
Helminthoida sp.，Paleodictyon sp. などの Nereites 相の生痕化石も認められる．また，変形の程度は一般
的に弱いが，しばしば水圧破砕による泥注入が見られる．
緑色岩は，特に下部サブユニットの下限に見られ（Fig. 6），ここでは不鮮明ながらも枕状構造が
確認できる．緑色岩の源岩は，玄武岩，ドレライト，苦鉄質火砕岩である．緑色凝灰岩とチャート
は密接に産することが多く，Fig. 6 に示した写真の位置（Fig. 7）では，厚さ数 10m ほどの赤色およ
び緑色チャート，緑色凝灰質泥岩，珪質泥岩，砂岩泥岩互層がスラストで切られて数 m 間隔で繰り
返し露出ている．
S N
Nieura Unit
Lower Subunit
10m
ch ss & ms ch gt si ss & ss ss
Boundary Thrust
Th
Th
Th Th
Nieura Unit
Upper Subunit
Fig. 7. Outcrop photograph of boundary thrust between the Lower and Upper subunits of the Nieura Unit. ch; chert, ss; 
sandstone, ms; mudstone, gt; green-colored tuff, si; siliceous mudstone, Th; thrust. See Fig. 6 for the locality.
上部サブユニットでは，塊状砂岩および礫岩が広く分布する．礫岩の基質は，多くが粗粒砂岩よ
りなり，基質支持と礫支持の両者のタイプが認められる．基底部には逆級化構造と浸食面が発達し，
全体としては厚さ 1 〜 10m 程度のチャネル構造を示す．礫種には，砂岩，泥岩，チャート，緑色凝
灰質泥岩，石灰岩が見られ，砂岩と泥岩の礫が最も多い．礫径は細〜巨礫までさまざまで，亜円〜
円礫が多い．砂岩勝ち砂岩泥岩互層の砂岩層は粗粒であり，礫質な部分も多い．このような砂岩層は，
明瞭な級化構造を示すが，基底部分に浸食面や低角度斜交葉理が発達する．贄浦ユニット全体とし
ては，砂岩泥岩互層から塊状砂岩を経て礫岩に移行する上方粗粒化サイクルを示す．
礫岩中の石灰岩礫は灰〜暗灰色を呈し，割ると微かながら油臭がする．鵜倉半島東岸には，直径
が 1 m に達する巨礫もみられる．石灰岩礫中にはイノセラムスなどの二枚貝，巻貝がみられるもの
もある．鏡下ではミクライト基質で，生物遺骸は多いものでも 10％以下である．また，石英を主体
とした陸源性砕屑粒子が多数認められる．これらの特徴と円礫であることを加味すると，石灰岩礫
は海洋島の海山崩壊起源ではなく，陸弧浅海域から供給された，陸棚性石灰岩だと考えられる．四
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国や関東山地の四万十帯北縁部には，陸棚性石灰岩である鳥巣型石灰岩が異地性岩塊として産する
ことが報告されている（例えば，安田，1989；石田，1994；植松・指田，1996）．しかし，これら
の例では，鳥巣式石灰岩ブロックを含有する基質の堆積年代は前期白亜紀後期である．他方，贄浦
ユニットの堆積年代は後期白亜紀であるので，石灰岩が流入・取り込まれた年代に相違がある．今
後は，この石灰岩ブロックの詳細な記載と成因の究明，ならびに，四万十帯北縁部に産する鳥巣式
石灰岩との比較が必要となる．
河内南方の半島に分布する贄浦ユニットの礫岩には，鱗片状劈開が発達した緑色泥岩混在岩層の
巨礫（径 2m）が認められる．この礫は，奈屋浦ユニットにみられる多色泥岩混在岩の基質と岩相が
酷似している．したがって，贄浦ユニット堆積時には，奈屋浦ユニットは浸食作用を受けるような
付加体表層部分に露出していたと考えられる．
地質年代：後述のように，チャート，緑色凝灰質泥岩，砂岩泥岩互層の泥岩から Santonian 期後期
〜 Campanian 期の放散虫化石を産する．一部の詳しく堆積年代を同定することができた泥岩試料は，
Campanian 期前期に限定される．
4．鵜倉ユニット（Ugura Unit）
分布：鵜倉ユニットは鵜倉半島と方座浦南方に広く分布する（Fig. 2）．
模式地：鵜倉半島の東〜南岸を模
式地として設定した（Figs. 6, 8）．
岩相： 鵜倉ユニットは贄浦ユニッ
トと同様に，岩相が明瞭に異な
り，大規模なスラストで接する
下部サブユニットと上部サブユ
ニットに区分される．
下部サブユニットは，砂岩泥
岩互層，緑色凝灰岩，チャート
からなる．チャートは緑色凝灰岩と密接に産するが，その量は贄浦ユニットよりも少ない．チャー
ト・緑色凝灰岩の上面は，砂岩泥岩互層に整合的に，あるいは軽微な断層を介して覆われる（Fig. 
8）．下面は，多くの場合スラスト断層によって切られる．よって，チャート−砕屑岩シーケンスの
繰り返しによって，下部サブユニットは構成されている．砂岩泥岩互層は，概ね東西走向で北傾斜・
北上位を示す．砂岩層は明瞭な級化構造を持ち，初生的な堆積構造が保存されているところではブー
マーシーケンスを確認できる．
上部サブユニットは，礫岩と厚層理砂岩層より構成される．鵜倉半島林道では（Fig. 6）鵜倉ユニッ
トの上部サブユニットが贄浦ユニットの下部サブユニットと断層を介して接することが確認できる．
礫岩の礫種は，砂岩・泥岩・チャート・緑色凝灰岩が多く，また，贄浦ユニットにみられた鳥巣式
N
100m
Mixed rock
Ugura Unit
Tuff
Sandstone
Alternation of sdst./mdst.
(sdst. dominant)
Alternation of sdst./mdst. 
(mdst. dominant)
Lower Subunit
24 46
69
Fig. 8. Type section of the Ugura Unit in the southern coast of the Ugura 
Peninsula. See Fig. 2 for the locality.
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石灰岩に類似した石灰岩礫が，本ユニットでも見られる．厚層理砂岩は，多くの場合，礫質で低角
度な斜交葉理が発達する．
このように，鵜倉ユニットは，岩相ならびに構造層序が，前述の贄浦ユニットと酷似する．また，
後述するように，両ユニットの堆積年代も一致する．したがって，贄浦ユニット，鵜倉ユニットは，
付加体が衝上断層を介して繰り返し露出している同一の付加体であると考えられる．
地質年代：鵜倉ユニットの堆積年代は後述のように放散虫化石から Santonian 期から Campanian 期
と考えられる．
放散虫化石と年代
本論で得られた放散虫化石種のリストを Tables 1，2，3 に，代表的な放散虫化石の写真を Fig. 9 に，
また，サンプル採集地点を Fig. 10 に示す．化石帯と時代論については，主に日本の後期白亜系と暁
新世の放散虫化石帯区分を再検討した Hollis and Kimura（2001）に従っている．
1 2 3 5 6 7 8
100μm
9 10 11 12 13 15 16
17 18 19 20 21
14
11,12,14~18,20
22
1,3~5,7,19
2,6,8~10,13,21,22
4
Fig. 9. Radiolarian species from the Matoya Complex. 1; Alievium gallowayi  (White), 2; Amphipyndax mediocris  (Tan Sin 
Hok), 3; Amphipyndax plounos Foreman, 4; Amphipyndax stocki (Campbell and Clark), 5; Archaeodictyomitra sliteri Pessagno, 6; 
Archaeodictyomitra vulgaris Pessagno, 7; Archaeospongoprunum cortinaensis Pessagno, 8; Cryptamphorella conara (Foreman), 9; 
Cryptamphorella macropora Dumitrica, 10; Cryptamphorella sphaerica (White), 11; Dictyomitra formosa Squinabol, 12; Dictyomitra 
koslovae Foreman, 13; Dictyomitra multicostata Zittel, 14; Dictyomitra urakawaensis Taketani, 15; Holocryptocanium barbui 
Dumitrica, 16; Pseudoaulophacus floresensis Pessagno, 17; Pseudoaulophacus pargueraensis Pessagno, 18; Pseudodictyomitra 
lodogaensis Pessagno, 19; Pseudodictyomitra pentacolaensis Pessagno, 20; Thanarla praeveneta Pessagno, 21; Theocampe salillum 
Foreman, 22; Theocampe tina (Foreman).
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Fig. 10. Sample localities of radiolarian fossils.
1．東宮ユニット
東宮ユニットの砂岩泥岩互層からは泥
岩 3試料から放散虫化石を得た．産出し
た放散虫化石は，Amphipyndax p lounos , 
Archaeodictyomitra apiarium, Archaeodictyomitra 
s imp l e x ,  A r c ha e o d i c t y om i t r a  v u l g a r i s , 
Cryptamphorella conara, Cryptamphorella 
macropora ,  Hemicryp tocapsa po lyhedra , 
Holocryptocanium barbui, Holocryptocanium 
geysersensis, Pseudodictyomitra lodogaensis, 
Pseudodictyomitra pentacolaensis, Sethocapsa 
simplex, Thanarla conica な ど で あ る（Table 
1）．これらの多くは Nakaseko and Nishimura 
（1981） のH. barbui–H. geysersensis 群集（Albian
階〜 Cenomanian 階）と共通している．また，
A. vulgaris および P. lodogaensis の消滅年代（竹
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Sample number
2
0
1
9
2
0
2
0
2
0
2
1
0
4
0
3
3
1
1
5
2
0
1
0
2
0
1
5
2
0
1
7
2
0
1
8
0
4
0
9
1
2
0
9
2
0
0
9



m
ds
t.
m
ds
t.
ch
er
t
ch
er
t
ch
er
t
ch
er
t
ch
er
t
gr
ee
n 
m
ds
t.
si
lic
eo
us
 m
ds
t.
Amphipyndax plousios Foreman 
Amphipyndax stocki (Campbell and Clark) 
Archaeodictyomitra apiarium (Rüst)  
Archaeodictyomitra simplex Pessagno  
Archaeodictyomitra vulgaris Pessagno     
Crucella euganea (Squinabol) cf.
Cryptamphorella conara (Foreman) 
Cryptamphorella macropora Dumitrica  
Cryptamphorella sphaerica (White) cf.
Hemicryptocapsa polyhedra Dumitrica   
Holocryptocanium barbui Dumitrica      
Holocryptocanium geysersensis Pessagno   cf. 
Pseudodictyomitra carpatica (Lozyniak) cf. 
Pseudodictyomitra lanceloti Schaaf 
Pseudodictyomitra leptoconica (Foreman) cf.
Pseudodictyomitra lilyae (Tan)  
Pseudodictyomitra lodogaensis Pessagno   
Pseudodictyomitra pentacolaensis Pessagno    
Sethocapsa simplex Taketani   
Squinabollum fossilis (Squinabol)  
Stichomitra communis Squinabol  
Thanarla brouweri (Tan) 
Thanarla conica Pessagno   
Thanarla elegantissima (Cita) 
Thanarla praeveneta Pessagno 
Thanarla pulchra (Squinabol)   cf. 
Xitus clava (Parona) 
Togu U. Nayaura Unit
Radiolarian 
Rock 
Table 1. Radiolarian fossils collected from the Togu and 
Nayaura units.
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谷，1995）ならびに H. barbui の生存期間（Sanfilippo and Riedel，1985）を考慮すると，東宮ユニッ
トの泥岩の堆積年代は Albian 期〜 Cenomanian 期前期と考えられる．
2．奈屋浦ユニット
奈屋浦ユニットでは，一般に放散虫化石の保存状態が非常に不良である．チャート 6 試料，緑色
泥岩 1 試料，珪質泥岩 1 試料から年代決定に有効な放散虫化石が抽出された（Table 1）． 
試 料 番 号 2010 の チ ャ ー ト か ら は Pseudodictyomitra lanceloti, Pseudodictyomitra pentacolaensis, 
Sethocapsa simplex, Squinabollum fossilis, Thanarla brouweri, Thanarla elegantissima, Thanarla pulchra な
どが得られた（Table 1）．T. elegantissima，T. pulchra の出現・生存期間を考慮すると（Sanfilippo 
and Riedel，1985），本試料の年代は Hauterivian 期中期〜 Barremian 期中期と考えられる．試料番
号 04033115，2015，2017 のチャートには，産出レンジの短い種が含まれていないが，T. pulchra，
Pseudodictyomitra lilyae な ど の Berriasian 階 〜 Barremian 階 中 部 に あ た る 放 散 虫 化 石（Schaaf, 
1984；Sanfilippo and Riedel，1985）を産するので，この試料は上記の試料番号 2010 のチャートと
同様な年代を示すと考えられる．
試料番号2018のチャートからはArchaeodictyomitra apiarium, Holocryptocanium barbui , 
Pseudodictyomitra carpatica, Thanarla conica などが得られた．H. barbui は Nakaseko and Nishimura 
（1981） の H. barbui–H. geysersensis 群集の代表種であり，本試料の年代は Albian 期〜 Cenomanian 期
前期と考えられる．緑色泥岩（04091209）や珪質泥岩（2009）からも試料番号 2018 のチャートと
同様の種が見いだされ，これらの試料の堆積年代も Albian 期〜 Cenomanian 期前期と考えられる．
奈屋浦ユニットから産する放散虫化石は種構成の違いから，Hauterivian 期中期〜 Barremian 期中
期ならびに Albian 期〜 Cenomanian 期前期の年代を示す 2 つのグループに分けられる．前者の前期
白亜紀放散虫化石は奈屋浦ユニットの北縁から産する．
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3．贄浦ユニット
Table 2. Radiolarian fossils collected from the Nieura Unit.
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Acaeniotyle umbilicata (Rüst) cf.
Acanthocircus ellipticus (Campbell and Clark) 
Alievium gallowayi (White) cf.     
Amphipyndax conicus Nakasako and Nisimura        cf. cf. cf.
Amphipyndax ellipticus Nakasako and Nisimura cf. cf.  cf.
Amphipyndax plousios Foreman        
Amphipyndax stocki (Campbell and Clark)                             
Amphipyndax strekta (Empson-Morin) cf. cf.
Amphipyndax tylotus Foreman cf. cf. cf.
Amphisphaera goruna (Sanlippo and Riedel) cf.
Archaeodictyomitra lamellicostata Foreman 
Archaeodictyomitra simplex Pessagno cf.
Archaeodictyomitra sliteri Pessagno  cf.   cf. cf.
Archaeodictyomitra squinaboli Pessagno cf.  cf.  
Archaeodictyomitra vulgaris Pessagno    cf. cf. cf.
Archaeosphaera ? mellifera O'Dogherty 
Archaeospongoprunum cortinaensis Pessagno cf.
Archaeospongoprunum hueyi Pessagno 
Archaeospongoprunum nishiyamae Nakaseko and Nishimura  cf. cf.     
Archaeospongoprunum rumseyensis Pessagno 
Archaeospongoprunum salumi Pessagno     
Archaeospongoprunum stocktonensis Pessagno 
Cavaspongia sphaerica O'Dogherty 
Coniforma antiochensis Pessagno  
Conocaryomma glatta Empson-Morin 
Cornutella californica Campbell and Clark    
Cornutella cretacea Taketani 
Crucella espartoensis Pessagno  
Crucella plana Pessagno 
Cryptamphorella macropora Dumitrica    cf.            
Cryptamphorella sphaerica (White)   cf.        
Cryptamphorella sp. 
Cyrptocapsa campi (Foreman)     
Cyrptocapsa livermorensis (Campbell and Clark)  
Diacanthocapsa acanthica Dumitrica  
Diacanthocapsa acuminata Dumitrica   
Diacanthocapsa umbilicata Dumitrica 
Diacanthocapsa sp. 
Dictyomitra densicostata Pessagno cf.    
Dictyomitra formosa Squinabol           cf.   cf.         cf.   cf.  
Dictyomitra koslovae Foreman                       cf.    
Dictyomitra multicostata Zittel       cf.     cf. cf. 
Dictyomitra napaensis Pessagno 
Dictyomitra urakawensis Taketani  
Eucyrtidium ? Matsumotoi Taketani   
Holocryptocanium barbui Dumitrica cf.
Holocryptocanium geysersensis Pessagno 
Kuppelella ? Costatum (Nakasako and Nishimura)   ?  
Lithocampe japonica (Nakasako and Nishimura) cf.   cf.       
Lithocampe wharanui Hollis cf.   cf. cf.
Mita regina (Campbell and Clark) cf. 
Novixitus ? sp. A Empson-Morin 
Patellula euessceei Empson-Morin     
Praeconocaryomma universa Pessagno        
Praeconocaryomma sp.   
Praestylosphaera hastata (Campbell and Clark) 
Praestylosphaera pusilla (Campbell and Clark) cf. aff. cf.
Pseudoaulophacus oresensis Pessagno cf. cf.   cf.
Pseudoaulophacus lenticulatus Pessagno cf.  cf.  
Pseudoaulophacus pargueraensis Pessagno   cf.
Pseudodictyomitra nakasekoi Taketani  
Pseudodictyomitra pseudomacrocephala (Squinabol) aff.
Pseudodictyomitra sp. D Pessagno 
Stichomitra asymbatos group Foreman       cf. 
Stichomitra communis Squinabol 
Stichomitra warzigita (Empson-Morin)  
Thanarla brouweri (Tan) 
Thanarla elegantissima (Cita) cf. 
Thanarla veneta (Squinabol) 
Theocampe abschnitta (Empson-Morin) 
Theocampe altamontensis (Campbell and Clark)  cf.  
Theocampe salillum Foreman       
Theocampe tina Foreman      
Theocampe urna Foreman    
Vitorfus brustolensis (Squinabol) 
Vitorfus ellipticus (Campbell and Clark) 
Vitorfus morini Empson-Morin 
Nieura Unit
Radiolarian 
Rock 
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贄浦ユニットの泥岩・緑色凝灰岩・チャートからは Alievium gallowayi，Cryptamphorella macropora，
Dictyomitra formosa， Dictyomitra koslovae， Praeconocaryomma universa など Hollis and Kimura （2001）の
Dictyomitra koslovae（lower）帯〜 Amphipyndax tylotus 帯の構成要素が得られた（Table 2）．したがって，
堆積年代は Santonian 期〜 Campanian 期と考えられる．その中で，05050218 の泥岩は Theocampe tina を
含むので，その上限は Dictyomitra koslovae（upper）帯に限られ，その年代は Santonian 期〜 Campanian
期前期となる．さらに，試料番号 2004 の泥岩は Archaeodictyomitra lamellicostata，Cryptamphorella 
sphaerica，Dictyomitra koslovae が共産するため，Hollis and Kimura（2001）の Dictyomitra koslovae（upper）
帯〜 Amphipyndax tylotus 帯に相当すると考えられ，それが示す年代は Campanian 期である．
また，05050202，05050213，05051003の試料は，Hollis and Kimura（2001）のDictyomitra Koslovae （upper）
帯に限定され，それが示す年代は Campanian 期前期である．05050202 の泥岩は，Archaeospongoprunum 
hueyi，Theocampe urna，Diacanthocapsa acuminata，Dictyomitra koslovae，Dictyomitra multicostata を産し，
橋本・石田（1997）による Stichomitra compsa 帯の群集に類似し，その年代は Campanian 期前期とされ
ている．同様に，試料番号 05050219 の泥岩試料に含まれている Diacanthocapsa acuminata と Theocampe 
salillum の共産は，石田・橋本（1998）によれば Campanian 期の年代を示す．
緑色凝灰岩では，泥岩・珪質泥岩で多産するArchaeospongoprunum hueyi，Pseudoaulophacus floresensis，
Pseudoaulophacus lenticulatus を産出しない替わりに，Praeconocaryomma universa，Dictyomitra formosa，
Cryptamphorella sphaerica，Alievium gallowayi などを産し，それらの共産関係から，Hollis and 
Kimura（2001）の Dictyomitra koslovae（lower）帯上部〜 A. tylotus 帯に対比され，それが示す年代
は Santonian 後期〜 Campanian 期である．特に 05050209 の試料は，Dictyomitra koslovae（lower）帯上
部〜 Dictyomitra koslovae（upper）帯に限定され，Santonian 期後期〜 Campanian 期前期の年代を示す．
産出種は少ないものの，贄浦ユニットの上部サブユニットでは礫岩中のチャート礫や泥岩礫から
も放散虫化石を得られた．泥岩礫の試料に関しては，贄浦ユニットの堆積年代と同様に Hollis and 
Kimura（2001）の Dictyomitra koslovae（lower）帯〜 Amphipyndax tylotus 帯の中に多くの試料が納
まり，一部は Theocampe tina および Theocampe urna の存在により Dictyomitra koslovae 帯（Santonian
期〜 Campanian 期前期）に限定できる．ただし，05081003 の泥岩礫試料は Crucella plana およ
び Archaeospongoprunum rumseyensis を含んでいるので，Pessagno（1976）の Orbiculiforma vacaensis 
Subzone に相当し，贄浦ユニットの堆積年代より古い Coniacian 期後期に限定される可能性がある．
チャート礫（04050204，05050516，05050518）に関しては，Dictyomitra formosa が産出する．
こ の 種 の 生 存 期 間 に つ い て は，Coniacian 期 以 前 〜 Campanian 期（Hollis and Kimura，2001）， 
Turonian 期〜 Campanian 期（石田・橋本，1998），Turonian 階上部〜 Campanian 階前期（竹谷，
1995）を示すとされているので，これらの試料の堆積年代は，ほぼ Turonian 期〜 Campanian 期
と考えられる．ただし，05050518 のチャート礫試料から産する Pseudodictyomitra nakasekoi は， 
Cenomanian 期〜 Coniacian 期前期（Taketani，1982；竹谷，1995）の生存期間をもつので，この試
料の年代は Turonian 期〜 Coniacian 期前期に限定できる可能性が高い．また，試料番号 05080507
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のチャート礫は，そのほかの礫より古い年代を示し，Thanarla elegantissima，Thanarla veneta，
Holocryoptocanium geysersensis，Pseudodictyomitra nakasekoi の 共 産 に よ り，Taketani（1982） の
Diacanthocapsa euganea 〜 Thanarla elegantissima 帯に相当し，その年代は Cenomanian 期前期である．
この礫は，年代から考えて奈屋浦ユニットより再堆積したチャートである可能性がある．
以上を概観すると，贄浦ユニットの試料は Santonian 期〜 Campanian 期の年代を示し，特
に，泥岩および珪質泥岩は Campanian 期前期に限定できる試料がある．また，どの試料からも，
Amphipyndax tylotus や Amphipyndax pseudoconulus など Amphipyndax tylotus 帯の特徴種が産出しなかっ
たことから，このユニットの堆積は Campanian 期後期より以前に終了していた可能性が高い．
なお，Mizutani et al.（1982）は鵜倉半島中央部の林道沿いの層状チャ トーよりNakaseko and Nishimura 
（1981）の Holocryptocanium barbui 〜 Holocryptocanium geysersensis 群集（Albian 階〜 Cenomanian 階）を，
珪質泥岩からは同じくPatellula planoconvexa 〜 Artostrobium urna 群集（Santonian 階〜 Campanian 階下部）
を報告している．本研究ではチャ トーから前者に相当する年代の放散虫は得られていない．
4．鵜倉ユニット
鵜倉ユニットについては，4 地点よ
り（Fig. 9），緑色凝灰岩 3 試料，チャー
ト 1 試料ならびに礫岩中の泥岩・緑色
凝 灰 岩 礫 4 試 料 か ら 放 散 虫 化 石 を 得
た． 産 出 し た 種 は，Amphipyndax stocki, 
Dictyomitra formosa, Dictyomitra koslovae, 
Cryptamphorella macropora など Hollis 
and Kimura （2001） の Dictyomitra koslovae
（lower）帯〜 Amphipyndax tylotus 帯の構成
要素が得られた（Table 3）．したがって，
その堆積年代は，Santonian から Campanian
と考えられる．中でも，05050802 のチャー
トからの群集は，Theocampe tina を含むの
で，Dictyomitra koslovae 帯に対比され，そ
の年代は Santonian 〜 Campanian 前期と考
えられる．
年代が決定できた試料数は少ないが，
このように，鵜倉ユニットの堆積年代は
Santonian から Campanian であると考え
られる．
Sample locality 12 12 13 18 29 30 30 30
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Alievium gallowayi (White) 
Alievium murphyi Pessagno 
Amphipyndax conicus Nakasako and Nisimura  cf.
Amphipyndax ellipticus Nakasako and Nisimura
Amphipyndax plousios Foreman  
Amphipyndax stocki (Campbell and Clark)      
Amphipyndax tylotus Foreman cf.
Archaeodictyomitra sliteri Pessagno cf. 
Archaeodictyomitra squinaboli Pessagno   
Archaeodictyomitra vulgaris Pessagno cf. cf.
Archaeospongoprunum cortinaensis Pessagno 
Archaeospongoprunum nishiyamae Nakaseko and Nishimura cf.
Coniforma antiochensis Pessagno 
Cornutella californica Campbell and Clark  
Cryptamphorella macropora Dumitrica    
Cryptamphorella sphaerica (White)   
Diacanthocapsa comys (Foreman) cf.
Dictyomitra densicostata Pessagno 
Dictyomitra formosa Squinabol      
Dictyomitra koslovae Foreman      
Dictyomitra multicostata Zittel   
Eucyrtidium ? Matsumotoi Taketani cf. 
Kuppelella ? Costatum (Nakasako and Nishimura) 
Lithocampe manifesta (Foreman) 
Lithocampe wharanui Hollis cf.
Mita regina (Campbell and Clark) cf.
Praeconocaryomma universa Pessagno 
Praestylosphaera pusilla (Campbell and Clark) aff. aff.
Pseudoaulophacus oresensis Pessagno 
Pseudodictyomitra lodogaensis Pessagno 
Stichomitra asymbatos group Foreman cf. 
Theocampe altamontensis (Campbell and Clark) 
Theocampe tina Foreman 
Vitorfus brustolensis (Squinabol) 
Ugura Unit
Radiolarian 
Rock 
Table 3. Radiolarian fossils collected from the Ugura Unit.
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議論
1．的矢コンプレックスの提唱
調査地域である紀伊半島東部，三重県度会郡南伊勢町に分布するチャート−砕屑岩は，その岩相
ならびに大規模スラスト境界断層によって，北から東宮，奈屋浦，贄浦，鵜倉の 4 つのユニットに
区分される．これらは，緑色岩・チャート・砕屑岩の整然相・混在岩相から構成されていることと，
スラスト性の断層によって境されており，構造的上位に古い岩体が，下位に新しい岩体が規則的に
配列することから付加体であると認定できる．泥岩の堆積年代が，ほぼ付加年代を表すと考えられ
るので，東宮ユニットの付加年代は Albian 期〜 Cenomanian 期前期となる．この東宮ユニットの構
造的下位に位置する奈屋浦ユニットからは付加年代（泥岩堆積年代）が解っていないが，珪質泥岩
の堆積年代が Albian 期〜 Cenomanian 期前期であることを考慮すると，奈屋浦ユニットの付加年代
は東宮ユニットよりも若い可能性が高い．さらに，東宮・奈屋浦ユニットの構造的下位を占める贄
浦ユニットと鵜倉ユニットの泥岩堆積年代は Campanian 期に相当する．したがって，東宮・奈屋浦・
贄浦・鵜倉ユニットは，Albian 期から Campanian 期の一連の付加過程によって形成されたものである．
よって，各ユニットをコンプレックスの階層に統合することが合理的と判断し，これを的矢コンプ
レックス（Matoya Complex）と命名する．
的矢コンプレックスは，四万十帯北帯に属し，仏像構造線を介して北部に位置する秩父帯南帯と
接する．また，的矢コンプレックスは，構造的下位の南方に位置するユニットほど付加年代が若い
という年代極性を持つ．的矢コンプレックスは，調査値中央部分に軸を持つ向斜構造を呈しており，
東側と西側では走向が大きく異なるという特徴を有する．従来より，この地域に分布する岩体は付
加体であることが知られていたが，本論によって初めて的矢コンプレックスの岩相・ユニット区分
が整理され（Fig. 2），あわせて付加年代の全容を明らかにした．
2．海洋プレート層序
上記の産出化石の検討を踏まえて的矢コンプレックスの年代論をまとめたのが Fig. 11 になる．年
代データがまだ不十分ではあるが，各ユニットは玄武岩，チャート，多色泥岩（緑色凝灰岩），砕屑
岩からなる Albian 期から Campanian 期までの連続した海洋プレート層序を構成している．ただし，
東宮ユニットは砕屑岩層のみから構成されている．
奈屋浦ユニットでは，チャート−砕屑岩シーケンスの繰り返しが数回認められるが（Fig. 2），こ
れらは年代の異なる海洋プレート層序である可能性が高い．Fig. 9 の Locs. 4 〜 7 のチャートからは
Hauterivian 期中期〜 Barremian 期中期の化石が産し，Locs. 8 〜 10 からは Albian 期〜 Cenomanian
期前期の年代を示す化石が産する．前者の古い年代のチャート−砕屑岩シーケンス（Fig. 4）は，奈屋
浦ユニットの構造的最上位に位置し，後者の新しい年代のチャート−砕屑岩シーケンス（Fig. 5）はそ
の構造的下位に位置する（Fig. 2）．したがって，奈屋浦ユニットに繰り返し現れるチャート−砕屑岩シー
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ケンスは，少なくとも 2 つの時代の異な
る海洋プレート層序から構成されている
と考えられる．
この 2 つ以外にも，奈屋浦ユニット
の南部にはチャート−砕屑岩シーケンス
が確認できる（Fig. 2）．これらに関し
ては年代データを得ることができなかっ
たが，さらに年代の異なる海洋プレー
ト層序が，奈屋浦ユニット内に分布し
ている可能性がある．奈屋浦ユニット
の上位と下位に位置する東宮ユニット
と贄浦ユニットは，それぞれ Albian 期
〜 Cenomanian 期 前 期，Santonian 期 〜
Campanian 期前期の付加体であり，現在
のところ，Turonian 期〜 Coniacian 期の
付加体が認定できていない（Fig. 10）．
奈屋浦ユニットの南部に分布する時代未
詳のチャート−砕屑岩シーケンスが，こ
の欠如している年代の付加体に対応する
ものである可能性があげられる．
構造層序の章で述べたように，贄浦
ユニットと鵜倉ユニットは岩相・層
序が酷似する．加えて，両ユニットのチャート・緑色凝灰岩・泥岩の堆積年代も Santonian 期〜
Campanian 期であり，一致することが判明した．このことから，贄浦・鵜倉ユニットは，元来は同
一の付加体であり，それがスラストによって繰り返して分布しているものであると考えられる．
まとめ
本論では，紀伊半島東部，三重県南伊勢町に分布するチャート−砕屑岩シーケンスを，岩相・層
序・堆積年代に関する新知見から，砂岩泥岩互層からなる東宮ユニット（Albian 〜 Cenomanian 前期），
混在岩相から構成される村山ユニット（Albian 〜），遠洋性堆積物と砕屑岩が断層で繰り返す贄浦ユ
ニットと鵜倉ユニット（Campanian）として命名・定義した．また，放散虫化石年代の検証から，こ
れらのユニットは南に向かって大局的に若くなる付加体に特徴的な年代極性を示すことが明らかに
なった．
本論では，東宮・奈屋浦・贄浦・鵜倉ユニットの各ユニットが一連の付加過程を記録している事
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Fig. 11. Reconstructed oceanic plate stratigraphy of the Matoya 
Complex.
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実を重視して，これらを 1 つの階層に統合して的矢コンプレックスと命名することを提唱した．
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